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生命発生の謎を探り、新しい蛋白質をつくる

東京大学工学部三浦謹一郎

化学を勉強して遺伝の研究をL.，現在工学部で

働いているという紅の絞磁をみて.ィ、思議がる人

がいる。しかし.そこで何をどう研究してきたか

といつことを訴して行くと，多くの人はなるほど

と思ってくれる。小さいときから生物が生きてい

ることの意味について興味をもっていたが.生体

的物質をまずよく研究しなければいけないと与え.

大学の学部ではそれまでも好きた'った化'字を勉強

することにした。ヨドいなことにその頃は物再生F と

化学の反界がとれたときであって物理科学的に }J.I，

巧を進める訓練を受けることができて得るところ

は大きかった。ちょうど大学院に進む頃，遺伝干

がデオキンリポ骸鮫 (DNA) であることがわかり，

二重らせん構造であることがWatson と Crickによ

って明らかにされた。 DNAには踏とリン鮫悲が交

fl.にi1!結したパ y クボーンがあり，制Iの t11)分にt証

人t と呼ばれるものが 111同ずっついている。この極

4には 4 純 11iあり、アデニン (A )，グアニン( G),

シト;; :--(C)，チミン (T )，である。この 4 f!fj罫l

のI孟lt;がどのように配列しているかは生物ごとに

さまっている。

生体はいろいろな物質からできているけれども，

それらは材料から分解，作成のステ y ブを断みな

がら構築される。この反応のすべてのステ y プに

おいてそれぞれきまった昨ょが触媒として働いて

いる。遺伝 f には生体内て'生産される各物質の古

写真が刻まれているのではなくて，府議について

の情報が刻まれている。両手系は蛍白質であるが.

M索以外にも休表や内部の If; を造る梢i主蛍白質や

生体内で物質巡搬をやっている蛋白 1m:. ホノレモン

などのように生理的な働きを調節する蛍白宣t.あ

るいは筋肉の伸縮運動に関係している蛋向 tlなど

があり，生j4.:の中で蛍白質は最も重要な物質であ

る。

flHIt'lはアミノ般がl順次Jili結してでき J ってい

るが、このアミノ般が天然には20観知あってそれ

がどのように並ぶかが定まっている。このアミノ

般の配1"IJAAJr は DNA中のI孟Jょの配列によって指定
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される。アミノ椴 l 倒に対しては H同の出基がよJ

応しており. 3~匝J，~ずつの配列はコドン (codon)

と1If'ばれている。4fofl百iの温法が 3 例ずつ ·11;.;; と

きにはJli)去の配列は 4 3 =64i且りあるから， 20椛の

7 ミノ般に対する iJ号としては充分な数があるこ

とになる.各7 ミノ般に対する略号コドンは 2 iJ1iり

とか 4 通リとかあるので20極頬のアミノ般に対し

て64通りのコドンが対応していてもよい。この対

応関係がどヲしてきまったのであろうか 9 これは

生体的泣伝情報がと'のようにして生まれたかを問

う大:j.>な IHJ~であるが.この勧なぜ"がいまだ解

決されていない。この点に|児して当研究所の叶水

幹夫教授は禿れたアイディアを出されて 'I!; り.我

々もこれを実験的に検討しようと努力している.

この問題は 1 ・'iiiにおける生命発刊の問題の原点で

もある。

DNAJょの出)，1;円LJIJ に従ってどのように蛮I'11'tが

合成されるのてFあろうか? DNAは二重らせん桃造

をとっていることを述べたが，そのうちの情報を

もっている剖iの/)のコピーがとられる。このコピ

ーが逃{i; 1I丙r，;を 1111' 1 質合成の場所へ{ムえるという

立litでメ y センジャ RNA(リポ絞椴)と呼ばれ

る。このものの出 Jよ配亨 IJ を見分けながらアミノ般

を並べて 1j<役~lflJ を*しているのがアミノ般転移

RNA という比較(1'1小さなRNA(約80広 }iIJの長さ)

である。我々はこれまでずっとこのメ y センジャ

ーRNA と転紗RNAの構造とはたらさの関係を研

出来つつあるタンパヲ白描

くミト

);i{ソーム

タンパク質の合成過程

究している。

段近 illf.l.:、 [-DNA を特'定の場所で切断して，そこ

へ}jlJ のDNAの一部を述結したりすることができる

ようになり.組み換えたDNA を細胞の小に突こん

で，そのりNA を J甘やしてやったり，あるいはその

DNAが持っている的報を正にして特定的蛋向質を

合成させたリするいわゆる遺伝子操作が可能にな

ってきた。私は凶立遺伝学研究所から京大L学部

に砂ったときこの遺伝子操作を使ってDNAの一部

を改造し.新しい蛋向質を創り出すことを試みる

ことにした。いわめる蛋白質工学である。将米は

新しい両手:Hiを作ってむずかしい化午反応をおだや

かな条件下で進行させ，新しい有用物質をエネル

ギーをあまり使わずに生産することを日指してい

る。新しい静;tを作ってエネルギー材料一ーたと

えば水ぶなどーーをたやすく生産したり.プラス

チ y ク化合物を分解する醇裁を作り I Llして r~l!}l ii{~

化に 1生 \'1. てるというようなニとも~，:としてはあるの

将米はこういう研究が宇宙 flJ J1jに役立つことを Jill

n している。

J.lUIーの lli 白 1't工学て"Ii特定の泣伝T ('H¥ i.I l来

であろうと人工的であろうと)を使い払い紺l胞に

入札て特定の蛋白質を多Eに縛ることを狙ってい

るが.生産された蛍山1'1が必ずしも純粋ではなく，

*N製に千問どるというような間組がある。化学を

やっている者としてはもっと単純な装置で純粋主

物質を作り山したいと思っている。そこで，細胞

の中で蛋白質を合成する装;uだけを人ユー:祥総の中

で動かしてみたい。現紅の生物は進化しているの

でかなリ綾雑であるが.生命が発生した可iのこと

を与えれは.もっともっと単純化できる笥である.

どこまで単純化できるかを研究して本質的に必裂

な 7 アクターを洗い出してみたい。そうなると.

きさに述べた遺伝暗号の起源的問題ひいては'i'.命

発 '·1 の問題を述べることと同じことである。新し

い査内伎を作り出して人IMIの生前に役立てようと

いう同燃は実は宇宙における生命の発生という間

胞を研究するニとに広本的な所ではつながってい

ると思う。(みうら・きんいちろう)
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お知らせ蹴蹴蹴蹴車東京凧)o().oc:**坤梢胤蹴胤〉恒車車車凧***胤蹴二量り

科学衛星シンポジウム| 評議員及び運営協議員について 吻

，FF議員及び足t'p，'協議員は，次のとおりです。

任期(昭和62年 5 月 1 R-I昭和制年 4 R30 日)

評織員 (1 9人) 運営協織員

HII寺昭和62年 6 月 23 日 10k)

25H 付4

場所ヰ Hi 科学研究刈

45 サ館 II暗会議東

月・惑星シンポジウム

日時間千 1[62 年 7 月 9 日(村

l1 Rω

場所 1 山科学研究所

45 号館 II暗会議室

宇宙利用シンポジウム

日時 11M 日62 年 7 月 21 HI 古)

22HI村

場所 日本す術会議

IIJ] 合せ先

ヰ Hi 科'!:'I:. 研究所

研究協力説・共同利用係

03(467)1ll1(内235)

氏名 職 t , 2干

赤地弘次 統計数珂l研究所長

有馬町l 人 東京よ宇1~1!'i'部)粒l1

l列車 JI::尭 JR京大ザ」宇部長

大枠立之 宇宙開克 'I企業団型車長

問問節人 』在~'I 物学研究所長

.iil1 吐l 売 東京よ学東京天文古長

近藤次郎 日本字情f会議会長

南雌成文 宇 iii閲覧委員会長員長代理

出 'I' 側三 車 JJ~工業 k学長

水町 i'凶立極地研究所名世教授

内向安 MI) 京都大学長

西原 #士 甲杭同太学長

野村氏也 芝浦工 Hi 大宇(一仁宇都)粒綬

中川 $9"l r，古尿大字r，骨教股

久松敬虹 車 J;()';学r，嘗教授

前間 弘 関岡大宇(工宇部)教授

松山達郎 民Ii(極地研究所長

山本草一 見'·It大宇(法宇部)教段

占描雅夫 東京理科大字長

(21 人)

氏名 職 名 3干

枇'11:1«一郎 鹿児向す宙空間観測所長

地」 文夫 却、都k中(工学部)教授

伊藤 i.l造 惑以研究，v: ~幹

桂川 i昭雄 衛11応刷工学研究!I，、主幹

よ林医雌 太陽系プラズマ研究晶玉幹

大軍 究 東北大ザ(且!宇部)教技

'I、u 伯郎 f 市輸送研究系主幹

熊j事時夫 点京大'~t(理宇都)教般

小、|ι11- 東;;().:中(東京支丈古)教校

小林酷夫 !k京士学(工学部)教授

自野市雄 東京k'i二(工宇部)教l1

関円 忠 横浜l可立大''1'(です郎)粒Jf

尚柳和うた Jti曲部J位研究 II、主幹

III 中梢郎 ニi 両閣制究弄、主幹

西田時世 対外協力者長

内村 純 企画調幣f幹

林 友 IN 宇市時宜.L:'l 研究 !I，、ヰ幹

珪'Ii 議運 立教大ザ(且!ザ郎)教授

堀内 民 ~.副十i主進研究f、一七幹

品ノド 並悼 k阪大't 1~1!ザ部)教授

保/" 充 名古屋 k''t(工学部)教授

さ蒜ラ 生協 むかし・いま・これから

いま，tl え If懐かしい地下食堂時代(13号館地下

の北西の'I~ )。当時のメニューはノマンと牛乳ー血凝

りこ。飯にサン7的組焼き，たくあん二切れの添え

られた定食 これが幾円も続く文字通りの定食

だったカ仁ひとり者にとっては有明非かった。

すっかり老杓化してしまったが，現ィ9 の建物(戦

後のがL斗'11m，の一興をtrJ.った日航製， YS-ll の設

計主だった)に移ったのはいつ引のことだったろ

う。扱う商品 文房具，食料品も満足とは言え

ないまでも盟かになり，急、に必要なものを求めて

飛込むこともしばしば。食4>1こ，時には恕税会、

コ/バの会場にもなった食堂。。 。

三十数年の交わりを重ねたこの生協とも，あと

3

半年余リでお別れとなると，関わった隙々な人の

産flが汗んできて，感慨無最である。相似原では.

どのような姿でお日比得するのか，楽しみである。

(淵巻JF守)



古主主 *三陸大気球観測所大窪山受信点の

倒“A引l 完成(表紙斗:i:.tt:搬彬・前山勝則)

恒~) 三陸大気球制IIJ所に大作山受信山
が完成した。これまでの三陸，豆伝山の):[丙4 ， 11叩の

地点である。椋1旬は 826 メート Jレで， 1 1:1'，立{三点に較

べると ¥J400 メートルほと'ρ内、場所である。

三|並大気球観illilp)[てーは長時間観測はこれまでも

80時間をこす記Hがたてられ，ガンマ料iバ スト，

高エネノレギーヰ fil' ;U: (-など.数多くの成果をあげ

ることカZて'きた。

しかし，三|控の受信点からは北上山系にさえぎ

られて，北は八戸，闘は日本海沿岸 1-ZE て'受信の

限界であった。あと一息というところで観測を n

ち切った無念さがιぃ、出される。

大窪山受信在は新たに聞かれた牧草地の山 l且に

ある。標高がI九いこと，場所がよいこともあって

北は北海道の北端，西Iiは日本海の彼方 6ωkm ，

l判は|剥西上空までカパできる。L1 1 ITlのド ムの

中に 1 ， 6GI-lz用の3 ， 6メー l ノレのアンテナがある。

受信データは7イクロウェーブて“三陸')1:料出に iム

られ，あとは光77 イパーケーブルで三降の指令

繰まて1与られてくる。

5 月 29U この新しい受信所の完成品tr~会が三隙

で行われた。文部省機関ii~ をはじめとする関係各

機関のお々， )也疋からはリ1~会議員，町長さんをは

じめとする函数十名のH々であった。さいわい 1111

大にめぐまれて.大窪山山mのドームは海岸線を

走る国道から1'1<飾いて比えた。

新受信点の完成とともに.我が国の大気球観mlJ

に新しい綜聞けが訪れることを JYJ待してやまない。

(西村純)

*第 2 回ベヰトレータ打込み実験

月 IHIの高地や裏側にI也b!:UI や熱iJtt ill: i刊を来せた

ベネトレ タを打込み，月創世知lの進化と内部精

遣を翻べよ?とする月探査i ミッションの基健尖験

が~尖に進行している。

m21ulベネトレ -7 -1TjAみ尖験が去る 5 )J8 日

-14tl に能代ロケソト実験場て"行われた。 IIATS

真宅槽内て二突入速度を変えて計 4 機発射された。

谷ペネトレータにはエポキン系樹脂で l品1められた

}J日速度計，データレコーダ，送信~川発拓;~~~，地

災計か 1引在された。 fM'似月 1(11 砂に打ち込んだ II寺の

耐Ht i'~ 性を制べることが今度の実験のと E 口的であ

った。

前回体験済的砂嵐ヲに{耐えてペーパー 7スクを

蔚用。全l-iカラスヲi( 1£lj になる。今 1"\ は閑角を小さ

くしたので， クレータは小さくなり l 分深 <ttilli

した。このため名山 E大守'の諸氏自ら虫んだ事と

はいえ.スコップ片手に重劣働を諜せられる運命

となる。衝撃は 8000G 以上に達した。砂中より回

収後 N千エ， 1の結果，いずれの機器にも異常は

認められなかった。

月探 fi.ミ y ンヨンの達成にー夢路みだしたとこ

ろである。(坂本茂樹)

*r ぎんが J観測レポートー -x 線パルサー

2 月に打ち上げられた『ぎんが j は順調に観測

を続け， I週間に 2 例のX線源を~るペースで迅i
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用されています。

ニこに報告する一例は，系外銀河(小マゼラン

ミn 'I' の X 線ノりレサ を観測した例です。 X~ノマ

ノレサーは大変安定した周期i で|画l転していますが，

X 斜レマJレサーの'I'には jjPj\ となっているためにパ

ルス問 JUIが見かけトその泌昼間期lて'変謝されて観

測されるものがあります。 X絹!パノレサーが我々に

近づく時にパルス閃!VIが軒パ，また遠ざかる H寺に

長くなります。よく知られたドップラー効果てゆす。

この周期!の変動からi!l&足の系の挑迭を解くことが

でき.ひいては "I·'性子星の11最を決める手立てと

なります。

しばらく「ぎんがJ は「はくちょう J や「てん

ま」では縦しかったこれら系外銀刊Iの中のX線源

や銀刈核そのものの観測に重点を置く予定で巡J1j

されます。(村上敏夫)
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小マゼラン雲中のX線パルサーのパルス周期変動。

真の周期 (0 .71054秒)のまわりでドツブラー効果

による変動ガ見られる。

合 K-9M-80号機.宇宙背景放射の異常を発見/

l昭和62il' 2J"1231:l. "I 前 O 時に打ち卜げられた

ロケット K-9M-80 号機には，波長 100μm から 1 mm

の官 l域中の 6 つの波長で天空の明るさを絶対 i"'l 光

する装訟が熔 4& されていた。この波長城は，地球

大気中の水分子などによる l吸収や強い放射に阻ま

れて気球出 J止さえも観測が難しし特に全天に広

がっているような放射成分についてはイ古都 lできる

デ タは得られていなかった。 K-9M-80 に搭載し

た装従は.世界で初めてこの波長械でのヰ衡から

の放射強度を約 5% の精度で i"'J iE L...簡単な袋置

でありながら， 2- 3 年後に米国で打ち上げられ

る予定の大型1柑足のお株を奪うような成来を挙げ

てくれた。

観測の目主は，下山誕生日寺町ピ y グ・パンの名

残りと言われている 3 K背景紋射のスペクト Jレで

ある。これについては I mm よりも長い波長城で

は多くのWI.測が行われ司そのスベクトルは iM. J.主約

2.7Kの烈体放射に良〈合っている。しかし，耳Q論

的には.隙々の原因でスペ 7 トノレがJ:f-\体政射から

ずれることが子恕され，それは特に I mm よりも'i\i

い波長賊て窃l寺町に現れると与えられるため.この

波長城の観測が待ち望まれていた。今回の観測は，

この議論に初めて観測データを提供することにな

った。干の図は，各観i"'l i.庄長てeの強l立が町、体放射

によると似定したときの混度を示したものである。

もし . 1-yJ手、放射が単-iJI .1 J.阜の県体放射であれば.

どの波長で求めた温度も同じになるはずであるが，

K-9M-80 り機の結果は，明らかに高温制 IJ にずれて

いる。思論的には， 1抑j えば宇 I行進化のある時期 lに

宇宙空/}\"J全体が高恨のプラズ?で 11 :l j たされると，

i並コンプトン散乱によって背紫放射のスペク|ノレ

が;P.む。閃中の実線はこのシナリオによる it-I 現 (9 1)

を 7I'している。また，破料 lは，銀河形成に先立っ

て生まれた第一世代の昆が重兄紫を合成し.それ

によって作られた鹿の熱放射が付け 1m わって 'l~T Jii、

放射のスベクトノレが夜んだと考えたときの例であ

る。どちらもそこそこに観 i"'l と合っているが，理 I'

諭 (r'J なニ子恕には，この他にも. ミンンング マス

を JII っているかも知 Iれない素粒守的制岐による説

がある。いったい，どの yナリオが 'JI~ も良〈観測

を説明できるのであろうか。今後，この議論が K

-9M-80 の結巣をめぐって hわれることになる。

(村」浩)

"

:12M
1.5

1.'

1.3 恒
令官。、

環 自民〈。同》

".，。

宇宙宵景放射のスペクトル
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有翼飛朔体

宇宙科学研究所稲谷芳文

こうなりますか

レーガンのオ 'J エノトエキスプレス村i忽に刺激

されて H 本でもスペースプレーンや1-1興 l'il.e )ll~'l

ロケ y ト飛捌体的愉怨について色々と議論される

織になってきた。ヨ一口>'ずではl旺に各国独自の

~I-l函が従来されている.これらは4 街ステーショ

ンの尖現とと L に;~nJを始めようとするフランス

のIIERMιs計画(これはよI止のみ再使用烈の有)):l

ベイロードとおった }jがよい)やイギリスのHOT

oL,j"I'''i(iF 段式の光会科使用引水平離必陣式 11~~1

体て 'ZE 主(I 吸込み式エンジンを III- 、る)あるいは凶

ドイツの SANGER 計 [lllj (これはフライパ y クブー

スタを問、、た 2 段式)等て'ある。アメリカの柑 i坦l

はさらに進んど SC f{!l M ジェ y トという似All f~:; 主

領域でもゐ企 JI に作動する空気 l吸込み式エンジンを

141 発 L. 1...·~店内飛行機内線に明治から離 l栴して地

球閃回刺 ljιl こ入るかあるいは大 l控1:\ 1 を JIHi' してま

た宅地に附りるというものである。いずれの桝;tt l

でもこの微な II~ 朔休システムの:先駆的問燃は現代

的ロケ y 卜の械に大げさな相官 iii とカウントダウン

のオベレーンヨンによってかたずを飲んで見ピ j り

ながら ·rr I げるといったものではなく主治から宅

地へあるいは ZE 沿から地球閃凶軌道へ気楽に ttl\(

できる徴主主~川形態の y ステムを H指しているこ

とは行ヲまでもな L、。寸 ':hi 輸送同形態は 21 世紀に

は附実に変っているのて'ある。

我同ではこれらの将米引の j"' ，lj輸送機に附する

研究的動はその紡についたばかりである.色々な

グルーフから飛期 H本町憐 f11 について従来がなされ

ているが.この憾な飛捌体的 IJ 日発はトータ ルなシ

ステムの 1M 発であリ関連する技術分針は非常な広

これがー ・

純聞にわたる。従って 21111 紀を目指して上に述べ

た様な将米引の実用機的イメージを明般にし.こ

れを JU 終的な 7ーゲ y トに据えて.各組め提案を

統介して実験機という形で飛捌実験を行い， I刻3車

技術的開発を実説的に進めていこうという )j rl') で

交通燃焼がなされようとしている。

アメリカでもオリエントエキスプレスの実現に

ポるために X-3D とし寸実験機によって椛進や極組

出 ~n~ 行に附する'ム由 1 試験を行おヲと宇る j !"l lhj で

あるし.初めて大気幽外に出て再突入飛行を行っ

たのはもう 30 年近く前の X-IS というロケ y ト実験

機であったニとはよく知 l られている通りである。

我I'" においてもよに述べた様な本物的な災験機 U~I

~， lf'l 血!を進めることは 2Z.~ な逃択であると与えら

れる。この山で言っと大気凶突入飛行を h ヲ II~ 期4

1* に|見 1 しては J比|茅|は X-IS のlI.fi tであると 3 える。

X-IS の開発何時点ではアメリカでさえ慨起 i 白 ~J 此

II同などの J也 I-j 式験設備 i も卜分に格っていなかった

時代て'ありー現イ"の日本の状況に近いと tX えるか

句である。イド Iて。も w 持ーのアメリカはニ何時代に

も ん封切を出して和 Jめから人が来ってニの~!換

機を鰍組背述で飛ば L. 大気倒 Iii 突入 JI~ 行をやヮ

てしまった.勿ぬ. bI(内や周辺町環境は拠なるも

のの.この械なフロンティアにおける活動は試験

設備があるかとうか等とい 7 よリも.唱をつき峨

る Jじ主仁カ fあるかどうかにかかっている.

きて.次の刊代の-r市輸送機が n~.;: とき '皐て'

I，ニろんでテレビのニュースで見ているか.ある

いは飛ばす II刊になってトンカンやっているか '・

今が可 i';l~ りどころです。(いなたにーよしふみ)

-6-



A主義 i!§ ｣_
キャンベラ局訪問記

宇宙科学研究所前回行雄

NASAは III 界中に 3 !uiの深ニ」ニ:街I..j を是正月 1 してい

ますがーその内的キセンベラ局を 3 月木に;tJj I悶す

る機会がありました。キャンベラ }nj の II 式名刷、は

CANBCRRA DCCP SドACE COMMUNICATION

COMPL r-; X で.オース 1 ラリアの首間 1キャンベラ

の南阿 50k ll1のティドピンピラにあります。店、はレ

ンタカーで 3 H25H';VI キャンベラ対を.山~J しまし

た。キャム〆ベラ市内より約70kmの道艇で，山内を

抜けるまでは倒的ラ y ンユで緊・反した五K転でした

が.その後は快適なドライブでした.泣ぶしてお

いた時UII より少し早くついたため.浅いftJ也町中

のI..j 全体を写 Aにwったりじて 1与っていました。

ーWI 則的相 l干は DIRECTOR のTOM REID きんで.

突入船2::が本内してくれました。まずヰェ:干有印 fがキ

ヤンベラJ"jに J云世 ，U;· になっているお礼を干 fい.そ

の後， 1'1 凹 I"j 円 il /iを合的て '1: Jj1jrIll 庄の引て ω制I: 抜い

たしました。 TOM さんは此伝 64mφ アンテナを 89

'I'，的ポイジベ -2 りの刊 'I i: EJ ，Ht: i旦に合せて70mφア

ンテナに改修するための工事が行われている司'.

詳しくキャンベラ局全体的4与を話してくれました。

彼は人的良さそうな・おじさん"と青う感じの人

物です。持参した円 ml..jやプラヰ y ト A ，アス 1

ロ C ~1干の /-IJ :t:はたいへん好白河でした。ユム臼田川

町人間的数の少なさに， tW- 、ていました。

午後は各アンテナ.送受信機.デ タ処且 Ii 装;E.

竹制 l; l. ~辛を案内してくれました。全世 1\ で 4 Tl のア

ンテナ町内町 l 台 (26mφ アンテナ)は地球団リの

i~1 I，l，朋(スペースンャトル.科。 't f~j lJl等)で.残

り 31 ， (34mφZ 台と 70mφ) が深 1・'曲川に使用され

ています一.国 6 卜に名アンテナの予定表が貼ってあ

リましたが， PIONEER, VOYAGER等にまじっ

て SAKIGAKE ， SUISEIの名目Ij も PFかれていまし

た。ここのJ.，;は屯波天文ザーにもかなり使用されて

いる憾です。装近は60年代に :t~1作された物が多く.

n< メンテナンスして jil;川している品事に}~えました。

III式のためか.作装IFI はかなリ大きし大1.1のベ

イが並んでおり， FI 且!の 1 ベイがキャンベラでは

10ベイ以|ーの感じをうけました内iIfJイtt袋i世(デ

1', コマ/ド.ボイス等のJPしとの述給片J)担当

のエンジニアは奥さんが日本人との'Jもで.八百の

日本語がd~iせました。

現在キャンベラMで仕事をしているスタy フは

全 fffiで 178 名で.その内会社内人が11名いますが，

守衛さんや.庭木町手入れこ平の人々で，J.，;の運刷

には刷機関係が無い人々です.残I) 167 名が戦以

で.研究者は l 人もいない隙です。

スタ >7町役;耳'Jは.以 F的機になっていました.

7 -t.ージメント ー・ .••• 1 名

ti;.t]l~;'~......... ............・--・ 0 ・ 3 名

スタッフエンジニ 7·--·--------·-- 13 名

データ処)11'係 ・ 12 名

データ取得係 0 ・ 0 ・ ・・ 23 名

T.作係 ー・ー・ 20 名

メンテナンス係 ...，...・--・・ 12 名

オベレー y ョンサポート 8 名

オペレータ ーー ----.----.52cr,

n甜~"Iij長........口…--・ 5 名

4;'1)] スタ> 7--" ,,----,,------· "--18名

澄んだ空に雨十守二主止が輝き出すころキャンベラ

hij をあとにしました。(まえだ・ゆきお)

-7 ー



~Ol ハレー馨星に多量の生命分子
¥jill まに車に
Iコ~ ハレ一瞥 li1 観illll の設大の成*は. る迄の J. i' 命を似たなければな句ない山もこれをサ

!坐の中の大量的イ I機分子の舵訟ということで衆円

は一主主しているようである。ただ，これ i主に Hei

delbe"g やBrussels の|主 l際会議を含めて発表され

た限りでは.炭素が良〈拘 l られた炭素質 ~ii'(i に比

べ 8 f持む多< ，ほぽ太陽{直に達しているという.

JJ;(r レベルの訴が i配れるだけであった。ガえのデ

ータと一緒にすればその内行の一部は推論ができ

る L のの.秒 i止70-80km の jj j'欠ではやはりデ タ

採Jj>に r脱出 lがあるのかと失望感が漂い始めた 11 (j去，

鍬秘刊に進められた解析の目も党めるような結栄

が飛び :H してきた。ヴェガ l 号に私、まれたピュー

'?(タイムオプ 7 ライト法)による 1'1 苅分析スペ

クトノレである。

今まて 1挑む気付かなかった 1000 オノグストロー

ム位皮肉 CHON 粒 f で代表される有機料 f は，ど

うも不飽和で l見応 '~I がJEL 、有機分 f から成ってい

るらしし、。まず II が Cや o に比べ ι引と少ない( N

もやや少ない)のでどうしてもこ虫結合.三 111結

合の分 f を A与えざるを科ないしそれに検出され

*ソ連の超大型ロケ y ト エネルギヤ

かつてアポロの-Ii上げに佼われたアメリカのサ

ターン 5 引に"匹敵するソ i生の新引ロケ y 卜“エネ

ルギヤ.が. きる 5 J-1 15n. チュラタムヰー術基J也

から発射されたo ~11 段ブースタは3∞0 トンの推

力を持ち. fJ100 トンのスペースステーションを地

球/;';j llil軌道に送ることができる。今後の火 lit .月

への 11・人ミ ;1:;"- ョンは.この"エネルギヤ が1:

け持つことになると且tわれる。

アメリカは 1973年にサターン 5 唱の運m をやめ

ているが，エネルギヤ は， 15年前にスカイラプ

を軌道へ巡んだ 2 段式サターン 5 樫よりも.ペイ

ロード能力が10 トン以上もすぐれている。

エネルギヤ の 4 本のコ 7 ・エンジンは. if~

般/液水を i止っているのが特徴。コア的高さは60

!TI L あリー 4 4'の}車両ま/ケロシンの首IlWJエンジン

が. 24バずつ*ねて I，hif則に抱かれている。

ポートする. ~際に検州されるのは，プロトンが

1 つHe、たイオンだが，これは不飽和分一f に以砂i

fを持つ部分があるからである.

IJ;(rーの部分を差し引いた分干 n* スペクトル( ;止

は IJ;( r の30 分の l 以下)の諸ヒ -7 が反応をお h

い繋がるかどうかを調べた結果リストに挙がっ

たのは， HCN , CH , CN, HOCN といったニれまで

民間分 f として知られたものを含め. --;jでn え

ば.水と反応すると生命分 f となるような(舷椴

嵐JLまでも含む)ものばかりであった。 -·ff. ジ

オ y トのピカ質母分析 d-I には.大気中に正:，分子状

ホノレム 71レテ'ヒドがあることを示唆するデータが

ある. rすいせい」が見つけたの機引水素原 f の

税分 f の候補がやたらに楠えた。

炭.#1'tm石からの情況証拠(I');世論は和!とでもで

きることだった。V£jll といフ形でこういフデータ

カ{":.1.\ると，やはり，後のステッブは持ち帰つての

徹氏分析ということにならざるを何なし、

(IJI水幹夫)

Th~H長， ロケ y トは? ''/ハ 4 -6 くらいまでは

MIl WJ ロケットとコアとて.lJU;生I.- .MfW!Jロケ， I を

分離後は. コアのみで雌}/をつづけ，ペイロード

を切り縦すのには成功したが，その後ペイロード

向身の白I'故によって軌道投入に火敗1.-.太平洋に

火の下となって落下する様干が.アノリカ宅illの

ぷ外線ミサイル監悦l~ig によって観測された.
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_，J、~戸、」

「、とク EF宙 アンテナの話 (3)
電波雑音および雑音強度一

Ij~l 且l のテ 7がアンテナの送 1.1・受信の刷機能

に闘するものでしたが，今回は受信す、 5性のみに附

係します。氾法制 i 背とは信号1'tt波に対して，円然

界あるいは人一!の物から混入して斗とる屯波を言い

ます。これは表に η、した僚に. 1' 1 然雑音と人士雄

一宵に大自 IJ されます。

物体を高品， lに熱すると，赤外線(これも屯磁波

の 純です)が H-' ，るのと同じょっに.マイクロ波

喝の.~波も発生します。これが熱雑音で，官 ii ，庇領

域では中 ifl.~· スベクトノレと i:"U 主に比例した強度を

布していま-;-。

大気純白としては市による雑音 t正l年It園寺«白と

しては何々のプラズマ波が代表作 Jであり.後者は.

す'山'耐 fのEXOS 系俳 -j Ill が相 lillil 対象としています。

天体雄高は太陽や惑 b-~. .'11il' rJ から発せられる電

波で，スベクトノレの形や強度は先生のメカニズム

によリ変わってきます。例えば，太陽や ¥.E: ltl から

は±.に熱雑 U であり. 2G I-Iパ日での太陽悩波は静

穏時でも数力 K (絶対制度)になります。 それに

対 l. クウェーサやノマノレサではン/クロトロン放

射が l であり.辿統スペクトノレでかつ屯界方向が

揃った屯波を発生します。また尽 nn 物質からは.

例えば水素Jj;( (から1. 4Gllz ，水分干から 22G I-I"

というように線スベクトノレが山ています。これら

は ~[U ，庇天止;乙/の.軍事 J主観測対象になっています。

'1':'1 山 '1 -y .:~(雑 11 とは.宇宙全体ーから飢州される 3

K のit t. fr--;:(1?，庄のことで 1京始宇宙のいわゆるビッ

グハンで'iじたものと言われます。これらの人 ι、

雑背以 Fの雑音は.寸出町 fてソ首位用に使っている

L司法数制 Jまでは.通信的障害と主ることは殆どあ

りません。ただし太陽については，人工衛星と方

向が合った時にはiJ:自作 iが途絶してしまいます。

人工雑音は J丑'l IT.紛 i，マイクロ問料!， 'r I1 Tp: ，飛

行機あるいは向動車のプラグ工事から発生されますの

放泡現象から発生するものはスベクトノレは 11: いが.

-電波雑音の種類

[-tijji: 音

100Ml-lz以上て'は ~J~j くなリます。それに対し. jill

fd 機等から党中される不要 jlU Bi (:スプリアス)は.

場合によって非常に強いものがあります。「司悶ア

ンテナは微弱'~IT.?，止を受信するために.これらの人

工雑音掛から雌れた地山・地形に， t在日生されました。

しかし. それでも時々 IJ;\ lbl 不明の干渉雑古ーカ勺比人

して来ます。

受信アンテナでは後 J空で J廿幅できるために.イ百

サ'itt波円強さそのものよりもー争 i自背 T正 iBiに:1' 1 する

fd サ ;ιt 庄の強度比 (S/ N) がi丘3止です。受信さ

れた片 Ij 述の諸々の純白は，全体として等価な熱雑

品に前換し，その i ，l，·， t} 主を雑音侃 l立と II乎んでいます。

吏にイ氏祁首相阿山(J. NA) でいったん明似してし

まえば後の.tM 1~h\ で S/N が始ど:!.tくなら主いので，

LNA で発生する年 11 古を含めたシステム維 1~:i 品皮も

11< 私eわれる指雌です。

地|アノテナの純計は、地球上の約 300 K の物

休からの熱雑背がアムノテナの!ム戸 1サイドロ フに

結合して出入するものと J主 'I' のit 削止符から 5t'l ー

する熱 iii 也が大部分です。出|は I' II 坦 64 m アンテナ

的社 IIJ ;.j£例です。前 lui 向指 I['J 性の凶から I<l J るよフに

11: 1' 1 サイドロ プが低いので. J'(r. に I"Jj けた場介

22K と剖 I'昔が非常に i止くなっています。またアン

テナの何 l きを変えると.指向性に応じて制j; -(fi 山主

も変化します。

ちなみに内之浦 10m アンテナの雑品温度は，川 O

Kf';~皮です。 ヰ:術研一高野 山、

丁 丁

40 ト

、、

(

〉ζ

¥
、、

システム雑音温度~ー
トぉ幽

閥
旧
根

戸ンテナ雑音温度

加ト

」

羽

よ
印

仰角(度)

ω

臼田64m戸ンテナの雑音温度
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ハワイ紀行

福本国太郎

4!'J 初 11)，太陽フレアに附する H 米セミナ が

r、ワイて世トJm: さ tし :~t，、きょ J;j，、も出「市-，.ることにな

った。

H4崎、らの参}JII者とは現地で合流することとな

リハワイまで一人旅となった。成田か句;{':'.) 6If寺 11.11

のフライ!の後，制的自 II与を少し回った削にホノ

ルノレ空港へ宝Ij jf:i' した。現地はIlf'f天てe気温は 2~・'C，

さすが南l玉|さんさんとふりそそぐ太陽はまぶしし

新「のl時差ボケと寝不足気味的引にはいささかこ

たえた。空港内をしばらくぶらぶらした後空港ノ〈

スでホテノレへ向ったが， -r比が宿泊のホテノレはクイ

ームノ プノビオラニといいワイキキ・ピーチの鎖市

術的外れに位，i'i 1...，ダイヤモンド・へ y ドを望む

カビオラニ パークにTfii したハワイ大 1 倒的 'j;';殿

をイメージした外観的ホテJレて刷、線'，4王只を-"んだん

に使ったイ/テリアがコロニアノレな雰阿気をかも

し I L\ L ，一般 Illj きのホテルとはいえなかなか快i直

であった。

このニュースのNn74の点奔幽走にも記述されて

いるが.会議は 4 [It:~/、ワイ大学的キャンパス内

にあるイーストウエス I， ，センターで行われた。

近代的な校舎の I:n には芝生が広がり樹木が配され

て.一見公凶の， t，にある大 '''l とも見える。その 11 、

いキャンパスを学生は白身~*て e移動し.また，ア

ロノ、ペコンョートノマンソ. スリンノマなどラフなスタ

イ Jレの学生や教段位 Ii が散見され. 日本の大企/とは

いささか地を拠にする H，\対て ωあった箇

店、はこの会議の H\J附をぬって観光と泊必こんだ a

ガイドブソクを n~J きあれこれと思案したが。 タデ

ンーで j<:< るには統 lY もかきむし.かといってパス

を来り継ぐにはいささヵ、不安ヵ、ありで，結 J，.j ホテ

ノレ l人l にあったンーリストに頼みポリヰ、 yア xi ヒセ

ンターへのツアーにもぐリ込んだ@午後 2 時半1:( 1

小JP! ，〈スがホテ Jレへ迎えに米たが告:は皆我が向胞

であった。逆転手 1十〈スガイドはト l 系の午配的 9~

f で車~の郷 wは i'I~ 本で句 liS 夫々婦で H 本へ旅行す

るとのことて"あり， 円本の都市や四学的様 f をな

つかしそフに IHJv 、ていたが.侃 i主にはとうとう倣

が飛び:1\し句その歌のほとんとが日本のなつかし

のメロディーであリ、相了をとるたびに 111 が京イ l

に蛇行するのには客一[Ii]が加を冷やしていたが、

それぞれホテルへ無事帰泊した。

ポリネンア文化センターはオアフの北昔 II にあり.

ワイキキからは砧町中央官 II のコオラウ山脈を越え

.!k 刊1\か句桝 lや沿いに至る。治道は南附特有向ノ、イ

ビスカス等のイ ιがこぼれ.ノぞイナ y プノレ州があち

こちに見られ、特に 1ヒ部の桝はあくまで l与しこ

れこそ市町耐という感じであった。センターでは

H 系的日本括的述者 i な血映さんが間内を案内してく

れた。 l吋センターは，ハワイを始的， :7ヒチ サ

モア， I ノガ，フィジー，"7オ I) ，マーケサスと

時j太平洋にちらばるポリネンアの品々に伝わる l剖

有の叶 t活悼式や文化を再現したものである。各村

では村長などの家屋が配され，タパやキルティン

グなどの民族色切かな織物が飾られ，また屋外で

はヤンの突の川り万や火おこしのさまが 1(11 臼おか

しく(ガイドの同時通訳による)尖抗され司はて

はやしの木の本殺りまで Lよせてくれた。

ポリネンア文化セ0/:7ーの昨ぴ物は. {III といっ

ても大 yアタ で行われるアトラアションだ。伎

のとばりがあたりを包む 191 1. 'i'30 分からは総聖書 150 人

が山而 iするポリネンアンンョー ジス イズポ

リネシア"が行われた。この y ョーでは.夜空の

下，各 ):h の特色ある i己JA 衣~をつけた ~'i 者たちが

トII 先から伝わる作意的:Jj:やダンスを披践する。特

にショーの1&後を飾る火の粉があたりに飛び散る

ファイア ・ダンスは迫力 i拘引で FE -tきであった。た

だ，場内は 7 ランシュ JhtA13 が祭 11 なのでフィノレム

に栴胞なショーを納められなかったのが妓念であ

った。このンョーの H1 i~( "f iは.文化センターに隣

抜するモノレモン教派のブリガム・ヤング大学に宇

ぷ南太平洋からの制学生たちで，十且先的文化相介

を兼ね授業的 -{m であると聞き驚いたものであるの

今川町日米セミナーでは.例 81 時半からタ 511 与

まで研究者向熱心な;f. t~ 識に敬 ott を表わすとともに

会議終 f 後.オブザベトリ・ソア に同行させて

もらい.ハワイ仏の標尚 4206m のマウナ・ケア山

の凶にある米，カナダ等の林立する観iJ判所を悦然

できたことは幸いであった。

(ふくもと・くにたろう)

/ン益、\ キペンノマスの全面移転が半年後

(/聾 \1 に迫り.駒場キャンパスとの別れ

1主主)) を愉しむ戸があちこちで II 刊かれる。
\』戸/ 諸先 22 方的駒場への，li!，l，\"、入れの深

さに改めて驚いています。(新参者)
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